
1 

 

令和６年度 施政方針 

 

令和６年度一般会計をはじめ、各特別会計の当初予算及び関係諸

議案のご審議をお願いするにあたり、私の市政運営に対する基本的

方針と、新年度における主要な施策の概要を申し上げ、議員各位、並

びに市民の皆様のご理解とご協力を賜りたいと存じます。  

 

1．市政運営に対する基本的方針  

元日に石川県能登地方で発生した大規模な地震により被災された

方々に改めまして心からお見舞いを申し上げます。本市でも被災者

支援や災害復興に向け、２度にわたる給水車の派遣、保健師や職員

の派遣に加え、募金活動など各種支援を実施しておりますが、この

度の甚大な被害状況を目の当たりにし、自然災害に対する備えの重

要性を再認識致しました。  

また、少子高齢化の進行、高度情報化の進展、地球的規模での環境

問題の拡散など、地方自治体を取り巻く社会・経済情勢も急速に変

化をしています。住民生活に最も身近な基礎自治体には、こうした

環境の変化や政策課題に的確に対応し、住民福祉の増進を図ってい

く重要な役割が期待されています。  

本市では、現在、「持続可能な魅力溢れるふるさと常陸太田」の実

現を目指し、「安全安心なまちづくり」、「健康で快適な市民生活の実

現」、「少子化人口減少対策」、「活力ある産業づくり」の 4 つの重点

項目に取り組むとともに、デジタル化及びカーボンニュートラルへ

の対応を推進しています。  

事業の実施に際しては、重点分野では事業を着実かつスピーディ

に推進するため、専門の部署を設置しているほか、関連する各種施

策を「パッケージ化」し、総合的に取り組むことにより、主要施策を
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効果的に推進しているところです。  

これまでの主な重要施策の成果といたしまして、  

まず、「安全安心なまちづくり」における「災害対策」については、

大雨による内水対策として、本年 3 月に排水ポンプ車 1 台を配備す

るほか、本年中には更に 1 台の配備が予定されており、内水氾濫へ

の備えを強化して参りました。  

また、誰一人取り残さない避難体制の実現に向け、避難行動要支

援者名簿を整備するとともに、要支援者の方に非常用持ち出しリュ

ックを配布し、円滑な避難体制の整備と防災意識の醸成を図って参

りました。  

「交通対策」については、高齢者や就学者などに寄り添った交通

手段の確保を目的に、乗合タクシーへ AI 運行システムを導入したほ

か、全国初となる中学生向け年間フリーパスの配布、市外に通学す

る中高生向けの路線バス通学定期券補助を実施致しました。  

自動運転 EV バス「じょっピー」については、本年 2 月から東部

地域の定時運行を開始し、持続可能な交通体系の確立と環境に配慮

した交通システムの構築に着手しました。  

次に、「健康で快適な市民生活の実現」における「シニア世代の健

康づくり」では、  

健康寿命の延伸に向け、フレイル対策を強化し、総勢 60 名のフレ

イルトレーナーやサポーターの体制が整いました。公共施設におけ

るフレイルチェックを 76 回実施したほか、プッシュ型の訪問による

フレイルチェックを全国の自治体に先駆けて開始致しました。また、

栄養バランスからフレイル予防を図るため、市内のスーパーと共同

でフレイル予防弁当を開発したほか、「長生き上手音頭」が音健アワ

ード 2023 で入賞するなど嬉しい話題もありました。  

また、市民が健康づくりやスポーツを気軽に楽しむことができる
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よう施設の充実を図っています。新総合体育館は実施設計が完了し、

いよいよ来年度から建設工事が始まるほか、町田運動公園の整備も

順調に進んでいます。  

次に、「少子化人口減少対策」における「結婚から妊娠、出産・子

育て期まで切れ目のない支援」では、  

非常に高い未婚率の改善のため、結婚推進事業を強力に推進致し

ました。  

宿泊型ツアーなど様々なテーマの婚活イベントを展開し、出会い

の場を創出するとともに、AI マッチングシステムを活用した結婚相

談事業の実施等により、昨年 4 月から本年 2 月末までに 32 件のカ

ップル及び 15 件の婚姻が成立しています。  

教育の分野では、次世代を担う子供たちのために、ふるさと教育

を通した郷土愛の醸成を図るとともに、グローバル社会で活躍でき

る人材の育成のため、英語教育、 ICT 教育を重点的に推進していま

す。  

また、雇用の創出と買い物環境の整備のため、東部土地区画整理

事業を着実に推進し、昨年春にカインズとフォレストモールがオー

プンするなど、多くの買い物客で賑わうとともに、 436 人の雇用が

新たに創出されました。  

少子化人口減少対策事業を継続して推進した結果、宝島社の「田

舎暮らしの本 2024 年版  住みたい田舎ベストランキング」におい

て、北関東エリアで、２年連続の「総合 1 位」を獲得しました。  

次に、「活力ある産業づくり」における「産業の活性化」では、  

農林畜産業の新たな担い手を育成するため、軽貨物車両購入や家

賃の補助など  初期投資に対する支援により、新たに 5 名の方が果樹

及び野菜栽培を開始致しました。  

商工業におきましては、産業活性化コーディネーターを配置し、
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企業訪問による課題抽出と支援機関への橋渡しを行ったほか、企業

マッチングにより、3 件の販路開拓に繋がっています。  

さらに、6 次産業化支援では、昨年、水戸市で開催された G7 茨城

水戸内務・安全担当大臣会合において、本市産のワインやチーズが 2

回にわたって各国の大臣に提供されるという快挙もございました。

活力ある産業づくりが着実に進んでいるものと実感しています。  

観光面では、茨城デスティネーションキャンペーンとの連携等に

より、都市交流・情報発信を強化するとともに、昨年、台湾を訪問致

しましたが、現地で配布した「おもてなしパスポート」が本市で 335

件利用されるなど、インバウンドの推進及び団体旅行誘致促進助成

等により誘客促進に取り組んで参りました。  

これら 4 つの重点項目の推進に加え、「デジタル化の推進」では、

マイナンバーカードの普及推進に取り組みました。出張申請サービ

ス等を実施し、本年 1 月末時点の交付率は、県内 28 位となる 77.0％

となりました。  

また、災害やイベントなどの情報をいち早く市民に伝えるため、

行政情報アプリ「じょうづるさんナビ」を導入したほか、プレミアム

付商品券等を県内で初めてデジタル通貨「じょうづるさん Pay」と

カードで実施するなど、デジタル化の推進に加え、利用者の利便性

の向上を図るとともに、地域内経済循環の推進を図りました。  

「カーボンニュートラルの推進」では、省エネ機器・クリーンエネ

ルギー自動車等購入補助の拡充などにより温室効果ガスの削減を図

るとともに、メープルリーフの森づくり事業により二酸化炭素吸収

源の確保に努めました。  

また、カーボンニュートラル基金を活用し、カーボンニュートラ

ルの推進に取り組む市民・団体・企業等を表彰し、意識啓発を図って

参りました。  
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以上、各重点施策については、一定の成果が上がったものと認識

しております。  

一方、昨年の 9 月の議会では、地域によって異なっていた一部公

共施設の料金についての見直しを、12 月の議会では、懸案であった

戸別合併処理浄化槽の整備方法を改める条例をそれぞれ可決いただ

き、市町村合併後の課題解消にも努めて参りました。  

引き続き、公共施設の再配置を進めるとともに、施設の老朽化や

少子化を踏まえた「保育園の整備」、地域によって異なる「水道料金

の統一」、近年の決算状況を考慮した「出資団体の見直し」などの課

題解決に取組み、次の世代に確実にバトンを繋ぐことができるよう

努めて参ります。  

以上、令和 5 年度の主な実績と、今後の市政運営に向けた基本的

考えを述べさせていただきました。  

 

2．新年度予算の概要  

続きまして、令和６年度予算の概要について申し上げます。  

本市は、今年、市制施行 70 周年・市町村合併 20 周年という節目

の年を迎えます。この節目の年を、市民の皆様とともに、これまでの

歩みを振り返り、現在を見つめ直し、さらなる発展と未来への継承

に繋げていく機会にしたいと考え、「時をかさね  ともにつながる  

まちづくり  輝く未来へ」のキャッチフレーズのもと、記憶と記録

に残る事業を展開し、将来の常陸太田市のための礎の年にして参り

たいと考えています。  

まず、重点施策を更に推進するための主要事業につきまして、ご

説明致します。  

（１）安全安心なまちづくり  

「安全安心なまちづくり」につきましては、44 億 1,931 万円を計
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上致しました。  

近年の集中豪雨等による想定外の災害に備え、急傾斜地・道路法

面対策及び内水対策を継続して実施して参ります。内水対策につき

ましては、被害を未然に防止するため、内水氾濫の確率調査及び排

水ゲート整備の基本設計を実施するとともに、新たに建設課内に内

水対策を取り扱う専門部署を設置して参ります。  

また、災害時避難行動支援対策として、支援者が安心して支援活

動に従事できるよう全国の自治体に先駆けて「避難支援時自動車保

険」に加入致します。  

さらに、市民生活の安全確保や利便性向上を図るため、本年 2 月

に運行を開始した自動運転 EV バスの運転範囲拡大に向け、実証実

験を行うとともに、予約型 AI 乗合タクシーの運行エリアに里美地区

を加え、市内全域へと拡大するとともに、運行日数、運行台数を拡大

致します。  

また、災害時を含む緊急時においても、水道水を安定して供給出

来るよう老朽化が著しい水道施設の更新を行い、適正な管理を行っ

て参ります。なお、「四季の丘はたそめ」区域における公共下水道の

抜本的対策については、令和 7 年度中の完了に向け、最優先で進め

て参ります。  

（２）健康で快適な市民生活の実現  

「健康で快適な市民生活の実現」につきましては、27 億 7,355 万

円を計上致しました。  

健康寿命の延伸に向け、フレイル対策を引き続き実施するととも

に、シニア世代の健康づくりを推進するため、「節目人間ドック補助」

の対象年齢を拡大致します。さらに、介護予防とその重症化防止を

図るため、地域包括ケアシステムの一層の推進を図って参ります。  

また、運動施設の充実につきましては、来年度中の完成を目指し



7 

 

て町田運動公園の整備工事を進めますとともに、水戸ホーリーホッ

ク及び茨城ロボッツと連携した、プロスポーツを活用したまちづく

りにも努めて参ります。  

（３）少子化人口減少対策  

「少子化人口減少対策」につきましては、8 億 3,393 万円を計上

致しました。  

ニーズに合った事業展開により、子育て日本一を目指し、切れ目

のない子育て世帯への支援や教育活動の充実等を図って参ります。

「子育て世代包括支援センター」につきましては、「ここキララ」の

名称は維持しつつ、健康づくり推進課で行っていた乳幼児健診など

の事業も取り込み、「こども家庭センター」に改組し、子育て世代の

利便性を高めて参ります。  

センターでの新たな事業として、妊娠出産や子供の成長、発達に

不安を抱える方を対象にサポートプランを作成するなど、包括的な

子育て支援の充実を図って参ります。  

移住定住の促進につきましては、JT 跡地の整備を進め、令和８年

度当初の分譲開始を目標に、各部署が連携して事業を推進して参り

ます。  

また、小中学校における教育の充実につきましては、支援が必要

な児童生徒を対象に介助員の増員と心理判定員を設置するとともに、

不登校児童生徒及びその家族を対象に、市独自にスクールソーシャ

ルワーカーを増員致します。  

また、生徒数の減少やニーズの多様化に伴い運営が困難になって

いる部活動については、地域クラブへの移行を進め、集団活動の中

で  豊かな人間性や社会性を育成する環境の確保に努めて参ります。 

（４）活力ある産業づくり  

「活力ある産業づくり」につきましては、10 億 1,062 万円を計上
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致しました。  

引き続き、農業担い手支援事業及び中小企業ビジネスチャレンジ

応援事業を実施し、産業の活性化と雇用環境の整備を図るとともに、

常陸秋そばのリブランド化に向け、常陸秋そば発祥の地のモニュメ

ント整備や、有名そば店に本市産の常陸秋そばを提供する等の働き

かけを行って参ります。  

また、交流人口の拡大のため、竜神大吊橋の塗装工事及び架橋 30

周年の記念イベントを実施するほか、太田城周辺の整備に着手し、

歴史的、文化的価値の保存と活用により、賑わいの創出を図って参

ります。  

（５）市制施行 70 周年・合併 20 周年記念事業  

 市制施行 70 周年・合併 20 周年の記念事業につきましては、記念

式典の開催や姉妹都市、友好都市との交流事業を実施するとともに、

例年行っているイベントに、記念の年ならではの特別事業を追加し

て一層盛り上げて参ります。さらに、市町村合併の記念事業につき

ましても、市民の皆様の思い出となるような事業を実施して参りま

す。  

（６）デジタル化の推進  

デジタル化の推進でございますが、誰一人取り残さないデジタル

化の実現に向け、引き続きデジタルデバイド対策を行うとともに、

DX アドバイザーを活用し、行政サービスのオンライン化など、市デ

ジタル化を総合的に推進して参ります。  

また、今年度導入した「じょうづるさんナビ」及び「じょうづるさ

ん Pay」につきましては、市民生活の中で気軽に活用されるよう、   

機能や操作性の向上を図って参ります。  

（７）カーボンニュートラルの推進  

カーボンニュートラルの推進でございますが、第４次環境基本計
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画及び第３次地球温暖化対策実行計画並びに気候変動に適応する計

画に基づき、ゼロカーボンシティの推進を図って参ります。  

また、「カーボンニュートラル基金」を活用し、引き続き、市民等

の活動に対し顕彰を行うとともに、講演会やパネルディスカッショ

ン等を実施し、広く意識の啓発を図って参ります。  

（８）行財政運営等  

最後に、「行財政運営等について」でございます。  

新年度予算は、市道 0139 号線整備事業及び新体育館整備事業に係

る予算が増加するとともに、市制施行 70 周年、市町村合併 20 周年

記念事業の実施に伴い、過去最高額となりました。  

財源として合併特例事業債など有利な地方債や、これまでに積み

立ててきた「まちづくり振興基金」などを活用するとともに、引き続

き、ＰＤＣＡサイクルに基づく事業の改善・見直しの徹底、徴収業務

の一元化による市税や保険料などの徴収率向上、公共施設等総合管

理計画及び再配置計画に基づく施設の廃止や統廃合などを進め、健

全かつ効果的・効率的な行財政運営に努めて参ります。  

 

以上、令和 6 年度の市政の運営にあたり、基本的方針と新年度予算の概

要を申し上げました。 

私は、市制施行 70 周年・合併 20 周年にあたるこの年を、常陸太田市  

再生の絶好の機会ととらえ、未来の常陸太田市を創造するための行動を起

こす年だと思っております。市民の皆様が住んでよかったと思えるような

魅力あるまちづくりに向けて、職員一丸となって 全力を尽くして参ります

ので、議員各位をはじめ、市民の皆様のより一層のご理解と、ご協力を重ね

てお願い申し上げ、年度頭初における所信と致します。 

 

令和６年３月４日  
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常陸太田市長  宮  田  達  夫  


